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（３）災害対策等の充実

・ 基幹水道構造物の耐震化事業に対して国庫補助制度を整備
・ 石綿セメント管更新事業の補助要件を緩和
・ 「水道施設の耐震化計画策定指針」と「水道施設の技術的基準を定める省令」の改正
・ 水道水源開発に対して国庫補助
・ 緊急時用連絡管の整備事業について検討
・ 「水道の危機管理対策指針策定調査報告書」を公表

○ 耐震化計画の策定、実施に向けた取組を推進
○ 早期に石綿セメント管の布設替えが図られるよう取組の推進
○ 耐震化の達成状況が著しく遅れている水道事業者等でも速やかに耐震化の実施
○ 耐震化推進に向け需要者の理解を得るための耐震化状況の需要者への情報提供推進
○ 水道水源開発等の計画的推進と渇水対策の充実
○ 水道事業者等間の相互連携や緊急時用連絡管の整備なども含め、応急給水、応急復旧
　　体制の総合的なバックアップ体制の整備推進
○ 危機管理マニュアル等の整備など、危機管理体制の整備推進

・地震対策の充実、確実な対応
・地域特性を踏まえた渇水対策の推進
・相互連携、広域化による面的な安全性の確保
・災害発生時の事後対策の充実
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別紙

（４）環境・エネルギー対策の強化

・「水道事業における環境対策の手引書」を公開し、資源の循環的利用や石油代替エネルギー
　利用の充実等を促進
・省エネ法に基づき、一定規模以上の電力使用浄水場等に対し定期報告及び中長期計画の
　作成・提出などを義務づけ
・有効率等向上のため、国庫補助等も活用し、老朽管等の水道施設の計画的な更新等を推
　進中
・水道事業における省エネルギー・再生可能エネルギー対策について実態調査を実施
・「京都議定書目標達成計画」の改定版に追加対策として「水道事業における省エネルギー・
　再生可能エネルギー対策の推進」を位置付け

○ 手引書等を活用し、経済性との両立（持続可能な水道運営）に留意して、環境対策（資源の
　　循環的利用、省エネルギー・再生可能エネルギー対策（地球温暖化対策）、水資源の有効
　　利用等）に係る各種取組をより積極的かつ計画的に実施
○ 水道事業者等の各種取組事例及び実績等に関する情報収集・分析により、事業規模・特
　　性等に応じた対策導入に関する情報提供
○ 環境対策が他の施策と密接に関連し得ることを踏まえ、水道施設の最適配置、省エネ機器
　　の使用、老朽管等の水道施設の計画的な更新、水安全計画の活用等、環境対策にも資す
　　る各種取組の積極的推進
○ 国民に対して、水道水源の保全や環境・エネルギー対策に関する取組の現状や課題につ
　　いて情報を積極的に提供

・水道運営への経済性と環境保全のWin-Winアプローチの導入
・水利用を通じた環境保全への積極的な貢献
・健全な水循環系の構築に向けた連携強化・水道施設の再構築
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別紙

（５）国際協力等を通じた水道分野の国際貢献

・派遣専門家の養成、確保、海外研修生の受入を計画的に実施
・水道事業ガイドラインを制定し、水道事業者の特徴や問題点を客観的に把握
・官民学の参画による水道分野の国際協力に関する懇談会を開催
・我が国の国際貢献の枠組みも視野に入れながら、水道産業界が開発途上国に対してどの
　ように貢献していけるか検討
・世界水フォーラム、アジア・太平洋水サミット等における情報発信
・Ｏ＆Ｍネットワークへの継続的財政支援及びコーディネーターとしての中心的取組を継続
・ＩＳＯ／ＴＣ２２４の国際規格の策定、ＩＳＯ／ＴＣ２２４の国内規格となる業務指標（PI）を示し
　た「水道事業ガイドライン」の策定に対し積極的に貢献
・検査制度見直し検討において、国際化対応の視点を盛り込む方針
・国際貢献、国際展開に向けた検討を実施するため水道産業国際展開推進事業費を確保
・アジア・ゲートウェイ構想の最重要項目に水道事業の海外進出促進が盛り込まれるなど、
　水道事業の国際展開が重要政策として位置づけられた

○施設の運営維持管理についても、水道事業者間及び民間との連携のもと、人材確保・育成
　 のための国内体制の整備を行いつつ長期的なスパンで実施していくための具体的方策を
　 検討
○国際機関、国際的活動、他国等との連携、協力を一層強化するための取組を推進
○相手国の経済・社会状況に対応した現地の水道事業の育成を支援する国際協力の在り方
　 を検討
○アジア・ゲートウェイ構想に基づく措置についての積極的な取組
○業務指標について、国内でのより一層の活用、有効利用方法の検討、世界標準となるよう
　 な国際的な展開
○姉妹都市等自治体間の国際交流の機会を通じた水道の国際協力への取組

・水道分野の国際貢献の推進
・国際調和の推進等我が国水道の国際化
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